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反覆なし

5 調杏項目 前試験に渕ずる

試験経過

1970年10月の Main season より開始，現在 Off

seasonについて試験中。 Mainsea的 nの収址結果につ

いては第 1表の通り，その他ぱ「l下整理中。

第 1表浅水間断灌漑試験 (AlorStar) 

の収量と収鼠構成要素（中間結果）

穂数 l穂え登熟合精粒籾重精重籾
い花数歩 千

'tll ＇ 形 g kg,. .・a 

間断灌漑．辿肥重点 171 148 76.6 24.9 48.3 

・元肥重，点 167 134 80.1 26.1 47.0 

慣行灌慨・追肥重点 162 146 78.6 25.6 47.6 

元肥重息、 156 136 80. 7 25. 6 43. 8 

現地の稲作と水収支に関する実態調査

ムダ灌漑地区における稲作と水収支の実態につし、て

知り，その合罪化のための資料を捉供する。

調査の方法

1 調査個所 ムダ／［］［憎漑地区のすでに二期作が行

なわれている地区より 10(70年）ないしl'.i(71年）

個所

2 水収支の測定法 水収支法 (N刑減水深測定黙

捻よび同刑の打底桐利用）

3 調杏項目 用水屈とその構成要素，水稲牛育お

よび農作業時期，資材投ゲ鼠，収鼠および収鼠構

成要素，士壌特性など。

調査の経過 1970年9月 :.Ylainseason より開始

今期 Off seasonは二期作地惜の培加にともなし、調査

個所を10カ所から15カ所にJ許力lie,調査結果につし、ては

目下整理中-

水稲二期作のためのかんがい特に

末端配水の合理化に関する研究

翡I在場所： Keclah朴［ かんがし、排水局

稲作試験場， TelokChenga1 

名がりえられた＾

林

Kedah, Alor Star, Malaysia 研究課題

前熱幣農業研究セソター

在外研究員

八郎潟祈農付建設事業団

附在期間： 1969年 5月26II~ 1971年 5月31ll 受入側が試験研究機閃でなく，また従米受人itパ音

研究協力者：かんがし、排水局長 験もなか→たので，：よっきりした要出課題は提出さ

派応こ‘竹って計」任名杉本勝男技官の後{Iという形て なかったが，大災次のような現地事情区）説明があ Cj間

了続きが進められにため現地ではケダ (Kedah) 朴l農 題の解決を要諮された＾すなわち現況のかんがし、排水

業局長と，連邦農業局研究部長グ）もとで仕事をするこど 施設では，第二次支線用水路から支線排水路まで約

こぱ心っていたが，州農業闊長が「ムダ (YIUDA)か 1, 600111り距離をかけ流してII!越しかんがし、して＼・

んがし喜両二全体の調防直任者をかねてし、たにめ，丈 こ喜勾配がなし、ここと相まって，乾手（乍におげる仇

冑にはケダ (Kedah)がIIかんかし・排水局に駐在し., -・ かき水かんがし '•I)際は末端（す心わち支線排水路隣扱と

悶＇）試斡をテロチェンカイ (TelokChengai) にある 圃場まで水が到込ずる］）に約＾，、力月を要し営農じ大ぎ

叱邦の稲作試検場におI,.・ご実施し↑二駐在してしヽ；こ場 左文障とな，てし、る 所要日数を 15~20 日に短縮ナ

く，かつ人学卒り）及術古が不足 るためには，ど‘り）より匁対策が講しられればよし、 7)•

し-しヽるため，名 ll的にはかんがいt:Jr水励長n蛛が力 し、りような内容てあっ［二条としては文線用水路の水

"'ンターパートとし、うことになってし、7こが，この点他 位を高めて販水日を増ぞず）j江ゃ現況坂水施設,;;:拡弘

')場合とは多少性格を異にしてし、た tうに息われる する方法りの水源対策と，こ］〉てに合な対策 2独¥!まだ

応常時かなり経験のある裔卒の技術者ピ竹業員各。 は平行して地区内に末蝙It)排水路を配置するこピか考
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えられに＂しかしいずれにしても用水鼠• 土の性質｀ 械の改良につし、ても Costbenefit ratioを考え真に有

地形等を的確に把握することが必要なので次のよりな 利な方をとるべきであろうぐ，ただこの RatioOJとり

拭験を実加した。 方にも間題があるので慎重に検討しなけれはなら左

用 水 量 試 験

乾季の代かき水は，士がカラカラに乾き，地ド水位

が川面―ド lm以上低卜した状態で［日1旬に導かれるの

で，かなりの水量を必炭とするっ

この場合，水でおきかえられるべき．←い襄中の孔間の

械を計算し実際に要した鼠と比較した。その結果は約

1-t. 8cmであったっ但しこの数字は汎水に要ずる水菫

を含んでし、なし、0

代かき期以外の時期すなわち普通期の用水械を知る

ために地区内11カ所の［甫［場を選び時期別用水鼠の実態

を調査した。結呆1ま降雨による乱れその他でバラッキ

が多し、が日減水深は 7.5~ 10mmの間にあると推定さ

Jしたぅ

土壌土質試験

用水贔試験と平行してしの性質を知ることはぜひ必

要である。収穫後の圃場でピノトをはり断面を観察し

てJ性・ キレツの打無・根域の拡がり笠を知り一定容

相の採1ヽ管に試料を採収してこれを処刑することによ

~~うて上壌の:=::-:.相分布を得た。 f廿生としてはモンモリナ

イト系の重粘士で水を得ればドロ j"口となり水を失ぅ

と大きなキレソを生じる合キレツの輻は 3cmにも逹

知りえた笥囲では約:m~7oりt,0)範団にあった，，また，

土の透水係数についてはオーカーホール試験の結果

10-'~lO一う cm/sec のオーダーと息われる勺以 Jこ cl) よ

りに粘I、の特性からLJ直さもI甚水中とそれ以外の時

では大きな迎いがある＾普通日本では収穫時に使用す

るコンバイン， トラクター笠を対象に地耐力試験を実

施してし、るが，現地ては伐かぎ 0)11しから 50~60馬））の

トラクターが使われ，，かつ落水きれるべき収穫期にも

排水施設りが価から砂し水してしヽる場合が多いので従来

)噂l水してし、なし、：!J, 態ての試験0ぅ他に湛水ll!j,の訊験も

圃場調査

わが国のような区両整罪・圃場整備が行なわれてし、

なし、 17)で一枚の間場の中にも靡低差があり J-tj水が無翡｝＼

に使用されている・,水準測昌の結果では少なくとも 10

cm の差があることが認められたつまた一団地の中を

かけ流しで田越しかんがし、をするためには上流側から

下流へ向って逆勾配がないことが望ましい。

水準測鼠の結果では約 :30cmの差があることがわか

った。これはある楊合には 30cm以上水をはらない

次の田へかんがい出来ないことを、意味ナる。乾季の代

かき水を送る際にどのよりな形で水が一団地をおおパ

かについて試験をした所，ある訓場では12日，一番長

い圃場では22日であった。この時は排水をせきあげる

とか取水麗設を増設するとかの非常手段がとられてし

たので，この値をもって平常時の値とすることはでき

ないが，各筆田面間の不陸それに川畔を切ることを農

民がJ衣知する， しない等の人為的要因も加わって結果

の解析はかなり複雑と匁る()圃場各筆の血積もまち支

ちであるためある種の作業機（例えば田植機）り）場合

ぱー筆内の均平不充分と共に危名を低下させる原囚

なるの数枚の［訓場の一〗喰面積刀調府の糾果ではそり）ヽ―c:

し人きなキレノ 0)/illく深さは 2D~:,Ocmと観寮され 割近く J)第が/J]柏機にとっては小さずぎるこし、われろ

たで土壌中の固相率は場所により深さにより異なるが O. 2 ho以ドであ，った-
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セ）

行な， t::,そJ)結果は図に見られる通りてあるへ、走行 cm _, し）

性の試験を行なうことができなかったので伯按こ il)数

戸から走行性の判定をずるこにはできなし、が，能半な

向卜させるた喜こは竹業機械の改良を考えるべきか， 4() 

排水加設の改良を考えるべきか当事者の、忍思による所

が大ぎしヽことを感じさせられ久ミ牧々農業土木技術者

としてぱもちろん先ず排水改良を考える所であるが機 第 1図 湛水中と非湛水中の地耐力比較
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おわりに

上記い結果は「ムダかんがし、地区」 10万加の性状の

哨!Iであって全般を代表ずる場合もあるがその地点に

しか適用できない場合もありりると息われる。そうし、

う意味で更に試験結果が地理的時間的に広く長く積み

Lげられることが苧ましいの

写真2 バーシャルフリューム据付

写真 1 湛水中の地耐力測定 写真3 減水深調査

ィンド刑水稲の生理生態的研究
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農事試験場

駐在場所： Technical Division, Rice Department, 

Ministry of Agriculture 

Bangkhen, Bangkok, Thailand 

駐在期間： 1969年3月~1970年4月

研究協力者： Chulathep Pongsroypech 

Vichien Sasiprapa 

Sumet Gunthararom 

本研究は，インド刑水稲の水佑代における苗立不安

定の原囚を発芽特性の面から究明したことと，栄壺牛

長期間の短し、品種または杖培法に認しヽて相対的に軍要

ば化の素質に関する実騒とり）二つI!)部分からなるc

イント型水稲の発芽に関する研究

第1図で明らかなように，苗代の床面上の水深が 3

-.ternの場合は苗立歩合がほとんと O96に近く， 沼

水して床面を露出し左区（水探 0cmI人）では 55~90

笠であった。また，いずれの水深の場合にも偲芽の効
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第 1図 苗立歩合におよほす催芽程度と

苗代水深の影響
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